2026年9月21日

15th IDBF Club Crew World Championships (CCWC)　報告書

菖蒲　誠
JDBA 副理事長

2026年8月29日から9月6日まで、台湾・花蓮市にて「15th IDBF Club Crew World Championships」 が開催されました。参加25カ国、約250チーム、約5,500人のアスリートが参加する大きな大会でした。約70名の国際審判員、そして数百名の国内審判員とボランティアが大会の運営に関わり、500m、200m、2,000mのレースが6日間にわたり熱戦が繰り広げられました。

特筆すべきは、開催都市である花蓮市の財政面、大会運営に対する全面的なサポートです。1年以上にわたる大会準備から競技設備、会場設営の充実に向けた協力、大々的なオープニング・セレモニー、競技役員、参加チーム・選手に対する手厚い対応などは、これまでの世界大会・CCWCの中でも群を抜いて素晴らしかったと思います。やはり、大きな国際大会を誘致するには、行政の全面的な理解とバックアップが不可欠であることを実感しました。

日本からは磯風チーム、東京龍舟、沖縄の漕遊人、Yasha Dragon　チームが参加しました。東京龍舟500m２位、磯風チームは500m5位、200m3位という結果でした。それぞれのチームの戦績については、各チームから提出された報告書を参照して頂きたいと思います
が、多くのチームが参戦する中で、誇りに思って良い成績だったと思います。各チームにとって大きな自信に繋がったと思います。CCWCは世界選手権大会と異なり、より多くの国々から様々なローカルチームの参加があり、友好の場を広げることが出来る大会です。特に若い選手にとってはこのような大会に参加して、ドラゴンボート競技を通じて世界を知る素晴らしい機会だと思います。

日本からは国際審判員として、私と松尾由香氏が大会運営に関わりました。松尾さんはマーシャル、私はフィニッシュタワーで、Asst. Chief Judge としてChief Judgeである香港のAlson Wong　のMentor（指導役）を務めました。10人のタイムキーパーは、ミャンマー、フィリピン、カナダ、香港、日本、そして６人のローカル審判員という、国際色豊かな陣容でしたが、素晴らしいチームワークで5分間隔のレース運びに対応することが出来ました。

今回の大会で新しく導入されたシステムは、「Mentor-Mentee Program」　です。すなわち、国際審判資格の上位グレードを期待されている審判員に対して、Mentor (指導役)をつけて審判員としての仕事振りをチェック、アドバイスするというもので、いわゆる「On the job」指導方式です。新しく取り入れた方式ですが、国内の審判員指導に際しても、適用できると思います。

日本ドラゴンボート協会として喜ばしいことは、今回の国際審判員セミナー・テストで、以下3人の資格が得られたことです。
１．松尾由香：　Grade 1 →　Grade 2
2．楡木　栄次郎：　Grade 1 →　Grade 2
３．中村　公一：Grade 1

又、松尾由香さんはIDBF勤続15年の表彰を受けました。

今後まずます日本を代表して、IDBF, ADBF　の大会で審判員として活躍して頂きたいと思います。
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